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Ⅰ　問題と目的
　世界銀行（2015）によれば、1 日 1.9 ドル以下で生
活する人達が貧困層と定義されており、全世界の約
10％に相当する約 7 億人が貧困状態にあるとされてい
























中で約 7 億 7500 万人の成人が文字の読み書きができず、




されている。こうした貧困 ･ 教育 ･ 障害の相互的な関連
を踏まえながら、全ての子どもたちに適切な教育を保障
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は 411 人（67.2％）であった。411 家族のうち、回答者






















てが 0.5％、マンション / アパートが 24.6％、ゲル地区
が 72.7％、団地が 1.5％、その他が 0.7％である。
　モンゴル政府が実施した人口と住宅の国勢調査
（2015）によれは、ウランバートル市内に住んでいる
世帯は、一戸建てが 0.5％、マンション / アパートが
41.0％、ゲル地区が 56.9％、団地が 1.2％、その他が 0.4％
である。本調査を国勢調査と比較すると、マンション /
アパートが 16.4％少なく、ゲル地区が 15.8％多い。
　ウランバートル市内の ” ゲル地区 ” は、電気や上下水
 
表１ 主な回答者 
 N ％ 
母 280 68.1 
父 85 20.7 
祖母 24 5.8 
祖父 11 2.7 
その他 11 2.7 
合計 411 100.0 
 
表 2 家族構成（両親の存在） 
 N ％ 参考値* 
両親共いる家庭 283 68.9 96.7% 
両親共いない家庭 10 2.4 0.4% 
ひとり親（母） 101 24.6 
2.9% 
ひとり親（父） 17 4.1 
合計 411 100.0 100.0% 
*：モンゴルナショナル統計局（2017-2） 
 
表 3 家族構成員数 
 N ％ 
1 人 0 0.0 
2 人 38 9.2 
3 人 101 24.6 
4 人 109 26.5 
5 人 82 20.0 
6 人 39 9.5 
7 人 29 7.1 
8 人 8 1.9 
9 人 4 1.0 
10 人 0 0.0 
11 人 1 0.2 





表 4 居住形態 
 N ％ 参考値* 
一戸建ての家 2 0.5 0.5 
マンション/アパート 101 24.6 41.0 
ゲル地区 299 72.7 56.9 
団地 6 1.5 1.2 
その他 3 0.7 0.4 
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下 “Tg”）未満が約 90.0％、100 万 Tg 以上は約 10.0％で
ある。モンゴルナショナル統計局（2017-3）によれば、
ウランバートル市内では月平均の収入が約 112 万 Tg で
あり、本調査の約 90.0％は平均収入に達していないと考
えられる。
　世界銀行（2015）によれば、1 日 1.9 ドル以下で生活
する人達が貧困層と定義されている。本調査における
平均家族構成員が 4.3 人であることから、月平均収入が




モンゴルの最低生活水準一人当たりが約 20 万 Tg であ
る。また、本調査における平均家族構成員が 4.3 人であ
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表 5 父母の就労割合 
 父親 母親 
 N % N % 
働いている 183 61.0 180 46.9 
働いていない 117 39.0 204 53.1 
 300 100.0 384 100.0 
 
表 6 働いていない主な理由（複数回答） 
 父 母 
N ％ N ％ 
学校に通って る（障害のあ
る）子を養育するため 
18 34.0 82 41.4 
年齢が高いため仕事がない 15 28.3 39 19.7 
仕事をしたいが仕事がない 13 24.5 31 15.7 
体が悪い 5 9.4 31 15.7 
引退した 0 0.0 1 0.5 
乳幼児がいるため 0 0.0 9 4.5 
その他 2 3.8 5 2.5 
 
 
表 7 家族の月平均収入 
 N ％ 
20 万トゥグルグ未満 77 18.7 
20 万-40 万トゥグルグ未満 104 25.3 
40 万-60 万トゥグルグ未満 108 26.3 
60 万-80 万トゥグルグ未満 39 9.5 
80 万-100 万トゥグルグ未満 42 10.2 
100 万-120 万トゥグルグ未満 15 3.6 
120 万-140 万トゥグルグ未満 17 4.1 
140 万トゥグルグ以上 9 2.2 
合計 411 100.0 
（調査時為替レート：1 万トゥグルグ≒500 円） 
 
 
表 8 収入に対する支出の割合 
 N ％ 
100%以上 124 30.2 
75%以上-100%未満 142 34.5 
50%以上-75%未満 98 23.8 
25%以上-50%未満 38 9.2 
25%未満 9 2.2 
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表 9 子どもが障害になった主な原因（自由記述分類） 
 N ％ 
先天性 64 15.6 
重複障害 56 13.6 
知らない 53 12.9 
生まれた時にトラブルが起こった 50 12.2 
知的発達の遅れ 33 8.0 
障害がない 21 5.1 
事故の後遺症 18 4.4 
言葉の遅れ 15 3.6 
生活の環境と状態が悪いと思う（栄養失調や大気汚染） 14 3.4 
出産時に医師から不適切な指示をされたと思う 13 3.2 
てんかん発作 5 1.2 
早産 5 1.2 
その他 8 1.9 
無回答 56 13.6 
合計 411 100.0 
 
 
表 10 子どもは社会福祉機関から 
手当てを受けているか 
 N ％ 
受けている 267 65.0 
受けていない 144 35.0 
合計 411 100.0 
 
 
表 11 手当てを受けていない理由 
（自由記述分類） 
 N ％ 
親が制度や手続きを知らない 65 45.1 
手当てに関する情報不足 8 5.6 
書類の作成困難 3 2.1 
無回答 68 47.2 
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 N ％ 
母親 227 60.7 
両親（家族） 65 17.4 
祖父母 35 9.4 
父 32 8.6 
きょうだい 11 2.9 
その他 4 1.1 
合計 144 100.0 
 
表 13 主介護者以外に 
手助けしてくれる人 
 N ％ 
配偶者 142 38.0 
祖父母 96 25.7 
障害児のきょうだい 76 20.3 
誰も助けてくれない 45 12.0 
その他 15 4.0 




























 N ％ 
母親 227 60.7 
両親（家族） 65 17.4 
祖父母 35 9.4 
父 32 8.6 
きょうだい 11 2.9 
その他 4 1.1 
合計 144 100.0 
 
表 13 主介護者以外に 
手助けしてくれる人 
 N ％ 
配偶者 142 38.0 
祖父母 96 25.7 
障害児のきょうだい 76 20.3 
誰も助けてくれない 45 12.0 
その他 15 4.0 















表 14 子どもが入学した年齢 
 N ％ 
6 歳 137 33.3 
7-9 歳 220 53.5 
10 歳以上 54 13.1 
合計 411 100.0 
 
 
表 15 学校に入学するのが遅れた理由（自由記述分類） 
 N ％ 




生活の状態が悪い 21 7.7 
住んでいる地域に特別支援学校がない 20 7.3 




特別支援学校に関する情報を知らなかった 11 4.0 
学校に送迎する人がいなかった 6 2.2 




その他 9 3.3 









 N ％ 
ずっと家にいる 333 81.0 
家の敷地内にいる 80 19.5 
祖父母の家 69 16.8 
自分のきょうだいの家 34 8.3 
友達の家 24 5.8 
親せきの家 23 5.6 
知り合いの人の家 3 0.7 
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困・ 失 業 の 関 連 調 査．8. http://sdg.1212.mn/Home/
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